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世界で日本中で､連日連夜さまざまな問題が起こり､どう考えたら良いか迷ってしまいます。

そんな時｢人権は守られているか、環境の破壊ではないか．平和なのか、
の3点で考えると案外判断しやすいよ｣と知人が教えてくれました｡これからは『人権・
環境・平和」の3点で政治も経済も社会問題も見てみようと思います。
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ﾃｰﾏ『武力で平和は守られるのか」|原稿を募集しきす’
○今年2月24日のロシアのウクライナ侵略から10カ月。日本でも防衛費の増額、敵基地攻撃
能力強化や9条の改憲など、様々な意見が出ていますが、「武力で平和は寄られるのか」のテ
ーマで会員さんから原稿を募集します。 ★来年2月発行の「九条はらまち」に掲載します

★500文字程度で ★〆切は1月20日 ★原稿は事務局員へご提出ください

匠武力でいのちと平和は守られるのか？』の
パンフレットを同封郵送いおし琴し潅

○この会報とともに、『武力でいのちと平和は守れるのか?』（教育子育て九条の
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会発行・全15ページ）を皆さんに同封し郵送いたしました。現在の日本を取り巻
く国際的な環境や、軍事に関する私たちの疑問に答えてくれています。
＜｢教育子育て九条の会｣呼びかけ人＞池田香代子､池辺晋一郎､上原公子､尾山宏、
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○元々南相馬市の出身者で、震災後に本会のことを知り会員になられた方も多いの
ですが、他市に住む3名の会員さんの、嬉しいお便りや新聞投書です。

被爆体験に触れ 不戦の誓い新た
福島市 渡部幸一さん

私は10月末に、南相馬市博物館の企画展

「相双の被爆体験を伝え継ぐ．証言ヒロシマ

・ナガサキのこと」で広島平和記念資料館派

遣講師の話を聞く機会があった。広島市での
平和教育などについて話したが、漫画家の戦

争体験などにも大変感動した。

驚いたのは、相双地域に20人もの被爆者
がいることだった。この方々が迷いに迷った

末に「やはり、あのようにひどい原爆の被害
を繰り返さないため」とそれぞれの体験を語

った証言集『私も証言する』を手にした。

それを読みながら、24歳で戦死した私の

父の無念を思い起こした。12月8日の開戦

記念日を「二度と戦争をしない」誓いを新た
にする日としたい。

（2022年12月4日『福島民報』投書の抜粋
です。渡部さんの戦死されたお父様について
は、本会報恥370．372「私の戦争体験」に
掲載。本会のホームページでご覧ください｡）

神奈川県大和市 西野宮蒼生夫さん
世界も日本もめまぐるしく動く中、憲法も

試練の時を迎えつつありますが、今こそ我々

年寄りが頑張る時だと感を強くしておりま

す。歴史の真実と普遍的真理の側につく我々

に勝算ありと信じつつ頑張りましょう。

また南相馬市博物館が原爆

展開催の先進的な企画を立案

する地域力も中々のものですも

○ ○

郡山市 吉井美貴さん
先日、南相馬市博物館に行って来ました。

相双地方在住の方々の被爆体験について、

知らずに過ごしてきた自分を恥じながら、お

一人おひとりの体験談を読ませて頂きまし

感霊繁駕鰯蜜譜｡雪
初めて広島の平和記念資料館を訪れた時

と同じ衝撃と、胸の痛みを感じながら、と

ても貴重な時間でした。

＜事務局よ&l>

私たちの活動が平和を守ってきた
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記録として残されていますが、「微力でしたが決
して無力ではなかった」と事務局員一同確信し
ています｡何よりも､この小さな町で十数年間、
約400名の会員さんに活動を支えていただいた
おかげと心より感謝申し上げます｡来年もよろし

くお願いいたします｡良いお年をお迎え下さい。

郵便物の遅れがあまりにひどい｡翌日配達も
土曜配達もなくなり､普通郵便物は市内でも3日
以上かかり､最悪で6日間もかかっています｡こ
の会報郵送でも､南相馬市から埼玉県まで5日間
もかかりました｡こんな郵便でいいのでしょうか。

、

は局まち九条の会｣事務局|鈩
○会長:平田慶肇TEL(0244）24-1211

0事務局長:早坂吉彦TELO90-2975-2508

○事務局次長:山崎健一(福島市)TELO90-7527-5453Eメール:yamazakikenl＠gmaiI,com

○会計:井上由美〒975-0031南相馬市原町区錦町1-43井上薬局内TEL22-7511．FAX26-O892

O石田賢二(郡山市)TELo80-5556-4037 0番場恵子TEL22-0715 0大浦祥見TEL24-0704
O志賀勝明(相馬市)TELO90-9530-5524O若松麟二TELO90-4929-72270田中徳雲(小高区）
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